
アニマルサイエンストピックス

帝京科学大学では、アニマルサイエンス学科の授業「アニマルサイエンス･トピックス」
を公開講座として一般の方々へ開放しています。
第一線で活動している専門講師の方々が、一日で完結するわかりやすい講演を行います。
お好きな講座を無料で受講できますので奮ってご参加ください。
（事前申込制）

開催日 演題名 講演者

4月17日 盲導犬事業について
（在学時の取組みと現在の業務）

（公財）日本盲導犬協会広報・コミュニ
ケーション部リーダー 池田義教

4月24日 新しい水族館ができるまで（仮） スマートアクアリウム静岡
飼育課長 小坂直也

5月8日 トカゲを研究する 京都大学大学院理学研究科
小泉 有希

5月15日 けものとひとのよりよい共生を目指して ファーム信越
田坂美宇

5月22日 環境省レンジャーのお仕事
－自然と人の良好な関係を築く－（仮）

環境省野生生物課外来生物室
大林圭司

5月29日 なぜネコは人と暮らすことになったのか？
（仮）

京都大学野生動物研究センター博士課程
服部 円

6月5日 馬による牽引の文化と地域振興（仮） 作家、NPO法人とかち馬文化を支える会
専務理事 旋丸 巴

6月12日 教育に特化した動物園とは ZOO TIME
園長 藤井匠也

6月19日 ニホンイシガメを守るとはどういうことか 和亀保護の会
代表 西堀智子

6月26日 アリの世界から迫る「社会」の謎 東京大学大学院総合文化研究科
准教授 土畑重人

7月3日 日本のアニマルカフェの特徴（仮）
オックスフォード大学大学院
（日本学術振興会特別研究員）ブリタ
ニー・ラポン（Brittany Rapone）

7月10日 シマフクロウの域内保全－希少種を野生の
状態で保護するためには

シマフクロウ環境研究会
代表 竹中健

7月24日 野生のネコ科動物を研究する－糞から見え
る動物の生理状態－

京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究科
木下こづえ

7月31日 動物園で取り組んでいる両生類の保全 名古屋市東山動植物園：名古屋市立大学理学
研究科生物多様性研究センター 藤谷武史

帝京科学大学 令和5年度公開講座

申し込み方法は、裏面へ ☞

講座一覧

※演題は変更になることがあります。



＜お問合せ先＞

帝京科学大学 地域連携担当

電 話： 0554-23-6808（平日 9:00～17:30）

所在地：〒409-0193 山梨県上野原市八ツ沢2525
E-mail： chiiki-renkei@ntu.ac.jp

※お電話での受付は行っておりません ※ガラケーからはお申込みいただけません

右のQRコード・URLで、パソコン・スマート
フォンから申込フォームへアクセスし必要事項
を入力し送信してください。

💻💻帝京科学大学 公開講座

https://www.ntu.ac.jp/chiiki/open_lecture/index.html

◎申込方法

◇講演時間 15：20～16：50
◇対面形式による講座
◇開催教室 帝京科学大学 東京西キャンパス 本館棟401教室

※お申し込みは、各講座開催日の３日前までとなります。
※お申込み後、お申込み完了メールが届きますので、内容をご確認ください。

＜受講される皆様へご理解・ご協力のお願い＞

帝京科学大学では、新型コロナウィルスの感染拡大防止対策を講じています。受講される
皆様にはご不便をおかけしますが、下記の対策についてご理解・ご協力をお願いいたしま
す。
なお、緊急事態宣言や感染拡大状況により、講座を中止とする場合がございますので、予
めご了承ください。

＊37.5度以上の熱がある場合、体調に不安がある場合は、恐れ入りますが、来学・受講を
お控えください。

＊マスク着用は個人の判断に委ねます。

＊大学建物入口の自動検温器や教室等入口の消毒液をご利用いただけます。

＊入校後、体調に不安を感じた場合は、決して無理をせず、直ちに帰宅してください。
（その際は、スタッフへ一言お声がけください。）
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